
　
大
阪
紙
製
品
工
業
会
（
黒
田

章
裕
会
長
）
は
、
６
月
に
開
催

し
た「
歩
こ
う
会
」

が
50
年
前
の
昭
和

50
年
７
月
13
日
に

第
１
回
を
開
催
し

て
以
来
第
３
０
０

回
を
迎
え
た
こ
と

か
ら
、
７
月
15
日

正
午
か
ら
京
都
・

嵐
山
の
「
京
都
吉

兆
」
で
第
３
０
０

回
「
記
念
歩
こ
う

会
」
を
開
催
、
会

員
は
じ
め
会
員
夫

人
、
特
別
会
員
な

ど
27
人
が
参
加
し

た
。

　
開
宴
に
あ
た
り
黒
田
会
長

は
、
猛
暑
の
中
の
出
席
に
感
謝

し
な
が
ら
「
第
３
０
０
回
と
い

う
節
目
を
迎
え
、
京
都
吉
兆
に

て
本
会
を
開
催
で
き
た
の
も
、

ひ
と
え
に
会
員
の
皆
様
、
特
別

会
員
各
社
の
皆
様
の
長
年
に
わ

た
る
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。
当

初
は
健
康
増
進
を
目
的
に
、
父

で
あ
る
故
・
黒
田
暲
之
助
会
長

が
発
起
人
と
な
り『
歩
こ
う
会
』

と
し
て
始
ま
っ
た
本
会
も
、
形

を
変
え
な
が
ら
継
続
し
、
今
日

ま
で
に
３
０
０
回
を
重
ね
る
に

至
っ
た
。
こ
れ
ま
で
『
値
上
げ

時
に
は
下
げ
て
ほ
し
い
、
品
薄

時
に
は
届
け
て
ほ
し
い
』
と

い
っ
た
無
理
な
お
願
い
に
も
応

じ
て
い
た
だ
き
、
特
別
会
員
各

社
に
は
永
き
に
わ
た
り
多
大
な

ご
協
力
を
賜
っ
て
き
た
。
今
回

の
会
合
は
、
そ
う
し
た
皆
様
へ

の
感
謝
の
意
を
表
す
場
で
あ
る

と
と
も
に
、
会
員
相
互
の
親
睦

を
一
層
深
め
、
さ
ら
に
会
員
の

奥
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
内
助

の
功
と
し
て
支
え
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
へ
の
謝
意
を
込
め

て
開
催
し
た
も
の
で
あ
る
。
今

後
も
情
報
交
換
を
活
発
に
行

い
、
相
互
の
信
頼
関
係
を
さ
ら

に
強
め
つ
つ
、
業
界
の
発
展
に

資
す
る
こ
と
を
期
し
て
ま
い
り

た
い
。
引
き
続
き
、
変
わ
ら
ぬ

ご
厚
誼
を
賜
り
た
く
、
お
願
い

申
し
上
げ
る
」
と
挨
拶
、
西
川

副
会
長
の
乾
杯
の
発
声
で
開
宴

し
た
。

　
宴
中
、
歩
こ
う
会
の
目
的
地

選
定
に
尽
力
し
た
鴨
谷
清
三
顧

問
が
「
歩
こ
う
会
は
ち
ょ
う
ど

50
年
前
の
７
月
に
第
１
回
目
と

し
て
河
内
長
野
の
観
心
寺
参
拝

で
開
催
。
そ
の
頃
は
不
景
気
で

歩
く
こ
と
で
不
景
気
突
破
は
健

康
か
ら
と
始
ま
っ
た
。
当
初
は

弁
当
を
持
参
し
て
参
加
し
て
い

た
が
、
弁
当
作
り
に
家
族
の
手

を
煩
わ
す
こ
と
に
な
る
こ
と
か

ら
、
第
30
回
頃
よ
り
現
地
で
の

会
食
と
な
っ
た
。
そ
し
て
会
食

す
る
な
ら
美
味
し
い
も
の
と
い

う
こ
と
に
な
る
が
、
た
だ
美
味

し
い
料
理
は
、
日
頃
、
接
待
な

ど
で
食
べ
る
機
会
も
あ
り
、
で

き
る
だ
け
こ
れ
ま
で
皆
様
が
行

か
れ
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
店

を
探
し
た
。
歩
こ
う
会
で
黒
田

暲
之
助
名
誉
会
長
よ
り
毎
回
貴

重
な
経
営
哲
学
を
学
ば
せ
て
い

た
だ
い
た
事
が
大
き
く
、
感
謝

に
堪
え
な
い
」
と
当
時
を
振
り

返
り
な
が
ら
歴
史
の
一
端
を
披

露
し
た
。

　
最
後
に
志
方
弘
嗣
副
会
長
の

閉
会
の
辞
で
閉
じ
た
。

　
日
本
封
筒
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０

２
５
が
、
７
月
４
日
午
後
３
時

30
分
か
ら
東
京
都
千
代
田
区
の

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京
で
開
催
、

封
筒
メ
ー
カ
ー
は
じ
め
、
製
紙

メ
ー
カ
ー
、
洋
紙
代
理
店
、
機

械
・
材
料
メ
ー
カ
ー
な
ど
１
５

０
人
が
出
席
、
環
境
変
化
に
柔

軟
に
対
応
し
、
封
筒
業
界
と
関

連
業
界
全
体
で
の
連
携
と
、
創

意
工
夫
に
よ
り
更
な
る
発
展
を

期
し
た
。

　
当
日
は
、
鴨
谷
仁
実
行
委
員

の
司
会
進
行
で
、
開
会
に
先
立

ち
山
田
樹
孝
実
行
委
員
長
が
、

多
数
の
出
席
と
日
頃
の
協
力
を

感
謝
し
な
が
ら
次
の
よ
う
に
挨

拶
し
た
。

　「
第
１
回
目
の
封
筒
年
次
大

会
開
催
か
ら
数
え
て
、
今
回
で

29
回
目
に
な
る
。
そ
の
間
、
封

筒
製
造
に
お
け
る
様
々
な
問
題

や
課
題
を
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
各
位

の
協
力
を
得
な
が
ら
問
題
解

決
、
生
産
の
効
率
化
、
合
理
化

を
図
っ
て
き
た
。

　
さ
て
、
毎
年
、
全
日
本
紙
製

品
工
業
組
合
に
加
盟
し
て
い
る

封
筒
製
造
業
14
社
の
実
態
調
査

を
行
っ
て
お
り
、
令
和
６
年
度

の
14
社
売
上
高
合
計
は
９
４
２

億
円
で
、
こ
の
う
ち
封
筒
及
び

封
筒
類
で
は
、
郵
便
で
使
う
封

筒
以
外
の
例
え
ば
、
銀
行
の
Ａ

Ｔ
Ｍ
に
置
か
れ
て
る
現
金
袋
や

チ
ケ
ッ
ト
袋
、
薬
袋
な
ど
を
含

む
総
数
量
で
、
１
０
９
億
枚
、

金
額
で
６
５
９
億
円
。
令
和
５

年
度
売
上
に
比
較
し
て
微
増
、

数
量
は
５･

７
％
減
、
金
額
は

微
増
と
な
っ
て
い
る
。
数
量
減

に
対
し
て
金
額
微
増
の
要
因
は

原
材
料
の
値
上
が
り
に
よ
る
封

筒
の
単
価
の
値
上
げ
に
よ
る
も

の
で
、
価
格
修
正
後
の
価
格
維

持
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
封
筒
製
造

に
使
用
し
た
原
紙
は
、
半
晒
ク

ラ
フ
ト
が
29
％
、
カ
ラ
ー
が

27
％
、
ホ
ワ
イ
ト
が
40
％
、
そ

の
他
が
４
％
に
な
っ
て
い
る
。

令
和
６
年
の
調
査
は
８
月
に
実

施
さ
れ
、11
月
に
集
計
さ
れ
た
。

こ
の
調
査
は
、
昨
年
10
月
に
郵

便
料
金
の
値
上
げ
前
の
も
の
で

あ
る
。
ち
な
み
に
日
本
郵
便
が

発
表
し
て
い
る
第
１
種
郵
便
引

受
数
は
、
２
０
２
４
年
度
は
前

年
度
比
６
・
５
％
減
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
中
に
は
郵
便
料
金

の
値
上
げ
後
の
半
年
分
が
含
ま

れ
て
い
る
。
今
年
も
全
日
本
紙

製
品
工
業
組
合
で
製
造
実
態
調

査
を
行
い
、
そ
の
結
果
が
今
秋

に
出
る
の
で
、
そ
の
結
果
を
非

常
に
注
視
し
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｔ
や
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
の
動
き
が
非
常
に

加
速
し
て
お
り
、
そ
こ
に
郵
便

料
金
の
値
上
げ
が
あ
り
、
今
後

の
封
筒
需
要
へ
の
影
響
を
非
常

に
心
配
し
て
い
る
。

　
今
ま
で
、量
、価
格
、ス
ピ
ー

ド
と
い
う
こ
と
で
競
争
を
し
て

い
た
が
、
や
は
り
こ
れ
か
ら
は

付
加
価
値
を
つ
け
た
製
品
を
製

造
、
販
売
、
さ
ら
に
封
筒
だ
け

に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
物
を
送
る

と
き
の
袋
な
ど
色
々
考
え
な
が

ら
、
事
業
変
革
に
勇
気
と
決
断

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

　
本
日
の
講
演
会
は
『
人
手
不

足
時
代
の
日
本
経
済
変
革
：
産

業
構
造
の
転
換
と
紙
産
業
へ
の

影
響
』
を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る

が
、
我
々
封
筒
業
界
に
お
い
て

も
人
手
不
足
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
特
に
工
場
で
の
人
手
不

足
感
が
非
常
に
強
く
、
生
産
体

制
の
維
持
や
技
術
の
承
継
に
多

く
の
課
題
が
生
じ
て
き
て
い

る
。
講
演
会
を
通
じ
て
、
皆
様

の
企
業
経
営
の
一
助
に
な
れ
ば

と
幸
い
で
あ
る
。
今
後
も
日
本

封
筒
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
理
解
と

支
援
、
そ
し
て
封
筒
業
界
の
発

展
の
た
め
の
力
添
え
を
お
願
い

し
た
い
」

　
続
い
て
、
全
日
本
紙
製
品
工

業
組
合
・
黒
田
章
裕
理
事
長
が

次
の
よ
う
に
挨
拶
し
た
。

　「
封
筒
業
界
の
今
後
に
つ
い

て
は
、
厳
し
い
環
境
の
中
で
、

皆
さ
ん
の
期
待
や
危
機
感
が
表

れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

こ
れ
か
ら
先
、
日
本
の
基
幹
産

業
も
含
め
て
ど
う
な
っ
て
い
く

の
か
。
経
験
の
な
い
未
来
に
対

し
、
関
係
者
は
頭
を
悩
ま
せ
て

い
る
。
私
自
身
、
ア
メ
リ
カ
で

の
経
験
か
ら
『
自
分
の
身
は
自

分
で
守
る
』
と
い
う
考
え
方
を

学
ん
だ
。
ト
ラ
ン
プ
氏
の
言
動

を
見
て
、
そ
の
こ
と
を
ふ
と
思

い
出
し
た
。
か
つ
て
の
石
油

シ
ョ
ッ
ク
で
は
、
日
本
は
省
エ

ネ
技
術
を
生
み
出
し
、
危
機
を

成
長
の
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
た
。

そ
う
し
た
日
本
人
の
対
応
力
が

今
こ
そ
問
わ
れ
て
い
る
。現
在
、

封
筒
を
含
む
紙
製
品
・
文
具
の

分
野
は
、厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

一
方
で
、
働
き
方
改
革
や
職
場

環
境
へ
の
投
資
が
進
み
、
入
札

で
安
さ
を
競
う
時
代
か
ら
、
社

員
の
声
を
反
映
し
た
提
案
を
重

視
す
る
流
れ
が
生
ま
れ
て
い

る
。
我
々
自
身
の
姿
勢
が
問
わ

れ
る
時
代
で
あ
り
、
市
場
の
変

化
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
ま
ず

自
分
た
ち
が
変
わ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
か
つ
て
石
油
危
機

を
乗
り
越
え
た
よ
う
に
、
今
も

き
っ
と
乗
り
越
え
ら
れ
る
。
多

く
の
関
係
者
と
力
を
合
わ
せ
、

新
し
い
業
界
の
姿
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
」

　
こ
の
後
、
第
一
生
命
経
済
研

究
所
経
済
調
査
部
・
星
野
卓
也

主
席
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
を
講
師
に

「
人
手
不
足
時
代
の
日
本
経
済

変
革
：
産
業
構
造
の
転
換
と
紙

産
業
へ
の
影
響
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
、
終
了
後
は
、
懇
親
宴
を

催
し
、
賑
や
か
に
歓
談
、
懇
親

を
深
め
た
。

　
ジ
ェ
ト
ロ
（
日
本
貿
易
振
興

機
構
）は
、株
式
会
社
パ
イ
ロ
ッ

ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
藤
﨑

文
男
社
長
、
東
京
都
）
が
、
イ

ン
ド
北
部
ハ
リ
ヤ
ナ
州
の
学
生

や
富
裕
層
が
多
い
エ
リ
ア
で
地

域
に
密
着
し
て
い
る
グ
ル
グ
ラ

ム
の
「
ガ
レ
リ
ア
・
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
に
自
社
製
品
の
み
を
扱
う

専
門
店
を
７
月
１
日
オ
ー
プ
ン

し
た
と
伝
え
た
。

　
新
た
に
設
け
た
店
舗
で
は
、

主
に
万
年
筆
や
高
級
ラ
イ
ン
の

ボ
ー
ル
ペ
ン
を
扱
い
、
ブ
ラ
ン

ド
の
認
知
度
向
上
を
狙
う
。
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年
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月
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